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主張度の強い場面における女性文末詞使用
る調査結果は、現実社会における若い女性たちの間からは、主張度の強い場面等に関わりなく
女性文末詞が消滅しつつあることを示すものである。
５． まとめと考察
　ドラマの中で女性文末詞使用率が少ない若い女性登場人物および実社会の同世代の若い女性
たち双方による主張度の高い場面における女性文末詞使用に関し、上述の調査を実施したが、
その結果から次のようにまとめることができる。
（１）ドラマでは、主張度の強い場面では女性文末詞を高頻度で使用する傾向が認められる。
（２）現実の女性たちのロールプレイによる会話においては（１）の傾向は認められなかった。
（３）すなわち、普段女性文末詞を使用しない若い世代の女性たちは、主張度の強い場面で
も女性文末詞を使わずに話す。
（４）ゆえに、女性文末詞は主張度に関係なく消滅している。
これにより、水本他（2006）において、ドラマの中の若い女性と実社会の若い女性による会
話の女性文末詞使用率には大きな隔たりが認められたが、それは双方の場面の違いによるもの
ではないということが実証されたと言えよう。
　では、現実を反映しているわけではないにも拘わらず、なぜドラマの世界にはスイッチ型女
性が存在するのだろうか。考えられる理由としては、次の３点が挙げられる。
まず、調査結果でも明白なように、女性文末詞の衰退傾向が最近殊に進んでいるが、女性文
末詞は、まず主張度の弱いところから衰退が始まり、主張度の強い場面においては、比較的長
く使用され続けていた可能性も考えられる。この場合、主張度の強い場面で若い人も女性文末
詞を使用していた時期が過去において存在していたことになり、そのような意味で、脚本家が
作る女性像はある程度過去の実態を反映した女性をモデルとしているとも推察される。
次に考えられるのは、脚本家が現実の言葉の変化に気づいておらず、女性であるからには柔
らかい表現で話すのが当然とのジェンダー・フィルター的認識をもっているという仮説であ
る。女性文末詞などの女性ことばは、元来、主張の度合いを和らげる目的で使用されてきた。
従来の認識にたって女性ことばを使わせれば、強い自己主張の場面でも相手との関係を柔らげ
る事ができ、幾分なりとも「女性らしさ」が保たれることになる。
最後の可能性として、脚本家は、現実には言葉の変化には気づいており、ある程度は脚本に
反映している（普段は使わせない）が、登場人物の特徴をデフォルメする道具として意図的に
女性文末詞を利用していることも考えられる。例えば、水本他（2006）の分類によれば、専
業主婦、お嬢様キャラクター、キャリア志向の知的女性などがその代表的例であるが、ドラマ
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ではそれ以外の登場人物でも、反論、非難など、相手との関係が対立的になったときには、女
性言葉を使わせる。それは、女性文末詞によって女性であることを強調し、相手との関係をあ
る意味和らげる一方で、女性とは自己主張する際に感情的に強く訴えるものであるとの認識に
たっているのではなかろうか。これを女性の特徴的な属性として捉え、「女性らしさ」をデフォ
ルメしているのだとすれば、そこには、先の仮説同様、脚本家によるジェンダー・フィルター
の影響が認められる。
６．今後の課題
　この調査研究より考え得る脚本家の意識に関する上述の仮説に関しては、実際に脚本家への
意識調査が不可欠である。彼らが現状を認識しないまま従来の女性のことば遣いに従っている
のか、あるいは、充分認識しながらも役柄の特徴をデフォルメするという目的のために敢えて
女性文末詞を使用させるのか、脚本家への意識調査によって明らかにすることが出来るであろ
う。また、主張度の強い場面で女性文末詞が多用されていた時期が実際にあったかどうかも検
証する必要があるだろう。さらに、若い登場人物が現実には使用しない女性文末詞を使用する
ドラマを現実社会の同世代の若者たちが、どのように受け取っているのかという調査も必要で
ある。それにより、ドラマを鑑賞する現実の若者たちがドラマの登場人物のことば遣いに不自
然さを感じているとすれば、脚本家たちの意識にはジェンダー・フィルターが存在すると言え
よう。今後は、これらの調査研究をさらに推し進め、女性文末詞によるジェンダー・フィルター
を明らかにしてゆきたい。
調査対象テレビドラマ　　＊印は今回分析対象とした低頻度使用率の女性が登場するドラマ
１．あいくるしい（TBS：2005年４月―６月放映）
２．アネゴ（日本テレビ：2005年４月―６月放映）＊
３．エンジン（フジテレビ：2005年４月―６月放映）
４．汚れた舌（TBS：2005年４月―６月放映）＊
５．恋に落ちたら（フジテレビ：2005年４月―６月放映）＊
６．女王の教室（日本テレビ：2005年７月―９月放映）
７．スローダンス（フジテレビ：2005年７月―９月放映）＊
８．曲がり角の彼女（フジテレビ：2005年４月―６月放映）＊
９．夢で逢いましょう（TBS：2005年４月―６月放映）＊
10．離婚弁護士（フジテレビ：2005年４月―６月放映）
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